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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

2 0

1 0

番 番

No. 号 号 No.

分 1 年 20 1 2 年 分

分 2 年 2 19 1 年 48 分

分 1 年 16 4 2 年 分

分 2 年 3 5 1 年 分

分 2 年 18 7 2 年 61 分

分 1 年 7 8 2 年 分

57 分 1 年 11 15 1 年 分

50 分 2 年 10 18 1 年 分

分 1 年 23 3 1 年 48 分

分 2 年 8 11 2 年 61 分

分 2 年 9 6 1 年 55 分

分 1 年 12 13 2 年 分 11

分 2 年 4 22 1 年 分 19

分 2 年 5 14 1 年 分 7

分 2 年 13 16 1 年 分 6

分 2 年 19 17 1 年 分 3

分 2 年 21 9 1 年 分

10 分 1 年 25 23 1 年 分

分 2 年 15 24 1 年 分

11 分 2 年 17 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 11 1 － 0

分 8 2 － 0

分 8 3 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

2020 2 2 11 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和元年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 決  勝 15

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 平家  義久 記  録 伊窪　正輝 観 衆 230

日  時

主  審 藤　真悠子 副審１ 中本  早紀 副審２ 畑中　あずさ 第４の審判員 小林　清訓

 チーム名 kick off

3

前半

0

 チーム名

日ノ本学園高校 後半 兵庫県播磨高校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 村上　優結川幡　   凪 GK

DF 横田 　  唯沖田　有由 DF

DF 亀尾　羽奈前田　花依 DF

DF 原田　   愛竹重 杏歌理 DF

MF 豊島　華香 1小鍜治　旭 DF

MF 西垣　美佑箕輪　千慧 MF

MF 香山　京子1 3＊ 篠田　帆花 MF

MF 中野 つぶら嶋田　   華 MF

MF 高橋 佑未子2 1 川井　心咲 MF

FW 土持 千咲都2＊ 1＊ 山田　瑞穂 MF

FW 村山　紗耶1 山下　   寧 FW

GK/FW 村野　紗希塚本　悠日 MF/GK

DF 古林　采奈徳永　   雅 DF

MF 山本　   蒼水本　陽菜 DF

MF 山口　春桜小島　   陽 DF

MF 田村　   梓田淵　結子 DF

FW 上野　早彩藤生　理瑚 MF

FW 黒田　彩未1 中垣 虹衣碧 MF

FW 市位　春陽栗田　そら MF

1 平川　里奈 MF

事 由

13 7 6

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

1 1 0 Ｇ Ｋ

シュート

警・退 氏　　名

0 1 1

1 1

3 3

8 3 5 Ｃ Ｋ 0

3 4 7

0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ1 0 1

0 直接ＦＫ 2 0 2

3 2 5

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00

得

点

経

過

4 日ノ本 篠田 中央 7

25 日ノ本 山田 中央

→ 中央 11 S

57 日ノ本 山田 右 23 ∩ 中央 8 S

S11 S 中央 × 中央 8

[備 考]

戦評者 所 属 県西宮 氏 名 浅野　慎太

  日ノ本4-5-1、播磨3-5-2で試合が始まった。キックオフ直後から日ノ本⑧山田が積極的に左サイドを突破してチャンスを作り、日ノ本が

主導権を握る。4分日ノ本⑦箕輪のスルーパスに抜け出した⑪篠田が落ち着いて流し込んで先制する。その後も日ノ本が⑧山田と⑪篠田の両

サイドの突破から何度もチャンスを作るが、播磨DFラインの正確なラインコントロールで日ノ本の攻撃を防ぐ時間が続く。25分左サイドを

突破した日ノ本⑧山田の折り返しを⑪篠田がシュート、播磨GKが弾いたボールを混戦の中で⑧山田が押し込んでリードを２－０とし、前半

を折り返す。後半開始直後、播磨は積極的なプレスから日ノ本ゴールに迫った。38分右CKから日ノ本ゴールに迫り、40分には中央から⑦

豊島が積極的にゴールを狙った。しかし日ノ本が徐々に主導権を握る。57分日ノ本は右サイドから攻め込み、㉓川井のクロスを⑧山田が押

し込んで３－０と突き放す。播磨は61分に⑬村野、⑭山本を投入し、3-6-1の布陣で中盤を厚くし、積極的なプレスからチャンスを狙った

が、日ノ本の守備を崩しきれず３－０のままが試合終了した。日ノ本のピッチを広く使った攻撃が目立った内容であったが、播磨のDFライ

ンの正確なラインコントロールや積極的なプレスも随所で光り、決勝に相応しい好ゲームであった。両チームのさらなる活躍に期待する。

戦

評


